
7  　

序
　
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
生
涯
と
作
品

誕
生
、
幼
少
年
期
、
学
生
時
代
を
経
て
、
作
家
の
天
職
を
意
識
す
る
ま
で
（
一
九
二
七
―
一
九
五
〇
）

二
十
世
紀
末
ま
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
史
上
最
高
の
作
家
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ホ
セ
・
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
出

生
年
は
一
九
二
八
年
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
刊
行
の
自
伝
『
生
き
て
、
語
り
伝
え
る
』
で
本
人
自
ら
が
記
し

て
い
る
と
お
り
（
多
く
の
関
係
者
は
か
な
り
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
が
）、
出
生
証
明
に
記
載
さ
れ
た
本
当
の
生
年
月

日
は
一
九
二
七
年
三
月
六
日
で
あ
る
。
一
部
に
は
、
一
九
二
八
年
に
カ
リ
ブ
沿
岸
の
町
シ
エ
ナ
ガ
で
起
こ
っ
た
バ
ナ
ナ

農
園
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
（
代
表
作
『
百
年
の
孤
独
』
に
こ
の
事
件
が
象
徴
的
に
再
現
さ
れ
て
い
る
）
と
生
誕
年
を

一
致
さ
せ
る
た
め
の
操
作
だ
っ
た
と
い
う
説
も
流
布
し
た
が
、
実
際
に
は
、
同
自
伝
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
一

九
五
五
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
渡
航
に
際
し
出
生
証
明
書
を
改
ざ
ん
し
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
と
い
う
の
が
真
相
ら
し
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く
、
テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
に
保
管
さ
れ
た
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
に
は
、
生
年
月
日
が
一
九
二
八
年

三
月
六
日
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

生
誕
ま
で
の
顛
末
は
、（
出
生
年
こ
そ
や
は
り
一
九
二
八
年
と
な
っ
て
い
る
が
）
マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
が

大
著
『
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
論
―
―
神
殺
し
の
物
語
』（
一
九
七
一
年
）
に
再
現
し
た
と
お
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
北
部

ボ
リ
バ
ル
県
生
ま
れ
の
通
信
技
師
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
エ
リ
ヒ
オ
・
ガ
ル
シ
ア
が
、
同
国
カ
リ
ブ
海
沿
岸
の
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ

県
（
ボ
リ
バ
ル
県
に
隣
接
）
に
位
置
す
る
小
村
ア
ラ
カ
タ
カ
屈
指
の
名
門
マ
ル
ケ
ス
・
イ
グ
ア
ラ
ン
家
の
一
人
娘
ル
イ

サ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ガ
に
恋
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
二
人
は
一
九
二
六
年
六
月
十
一
日
に
結
婚
し
た
が
、
通
信
技
師

の
収
入
は
不
安
定
で
生
活
は
苦
し
く
、
生
後
間
も
な
い
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
ル
イ
サ
の
両
親
に
託
し
て
ア
ラ
カ
タ
カ
を
離
れ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
少
年
は
、
一
九
三
六
年
に
ア
ラ
カ
タ
カ
を
離
れ
る
ま
で
、
母
方
の
祖
父

母
、
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ル
ケ
ス
・
イ
グ
ア
ラ
ン
と
ト
ラ
ン
キ
リ
ー
ナ
・
イ
グ
ア
ラ
ン
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

境
遇
が
後
の
作
家
人
生
を
決
定
づ
け
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
は
、
一
八
一
九
年
の
独
立
以
来
、
た
え
ず
保
守
党
と
自
由
党
の
権
力
・
武
力
闘
争
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た

国
で
あ
り
、
な
か
で
も
最
大
規
模
の
衝
突
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
二
年
ま
で
続
く
「
千
日
戦
争
」

だ
が
、
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ル
ケ
ス
は
自
由
党
に
与
し
て
こ
の
戦
闘
を
生
き
抜
い
た
退
役
軍
人
だ
っ
た
。
二
十
世
紀
初
頭
に

始
ま
る
ア
ラ
カ
タ
カ
の
「
バ
ナ
ナ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
」
を
尻
目
に
、
千
日
戦
争
の
休
戦
に
際
し
て
自
由
党
士
官
に
約
束
さ

れ
た
年
金
の
支
給
を
待
ち
続
け
た
マ
ル
ケ
ス
大
佐
は
、
か
つ
て
総
司
令
官
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ウ
リ
ベ
・
ウ
リ
ベ
将
軍
と
と

も
に
カ
リ
ブ
地
域
を
転
戦
し
た
思
い
出
話
を
初
孫
に
語
り
聞
か
せ
た
。
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
後

の
作
家
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
を
支
え
た
の
は
祖
父
と
の
「
共
犯
関
係
」
で
あ
り
、
彼
の
文
学
作
品
に
現
れ
る
数
多
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の
「
大
佐
」
は
根
底
で
例
外
な
く
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ル
ケ
ス
大
佐
と
繋
が
っ
て
い
る
。
他
方
、
祖
母
ト
ラ
ン
キ
リ
ー
ナ
は
、

信
心
も
迷
信
も
深
い
寛
容
な
女
性
で
あ
り
、
真
実
と
も
お
伽
噺
と
も
伝
説
と
も
つ
か
ぬ
、
幽
霊
だ
ら
け
の
摩
訶
不
思
議

な
物
語
を
顔
色
一
つ
変
え
る
こ
と
な
く
孫
に
話
し
て
聞
か
せ
た
。

カ
リ
ブ
沿
岸
か
ら
少
し
内
陸
に
入
っ
た
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
川
流
域
の
町
ア
ラ
カ
タ
カ
は
、
現
在
で
も
人
口
四
万
人
ほ
ど

の
小
さ
な
市
で
あ
り
、
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
は
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
六
年
、
十
九
世
紀
末
か
ら
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
で
バ
ナ
ナ
農
園
の
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
た
多
国
籍
企
業
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ツ
の
鉄
道
網
が
こ
の

地
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
俄
か
に
好
景
気
を
迎
え
た
。
と
は
い
え
、
バ
ナ
ナ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
の
栄
華
は
長
く
続
か
ず
、

先
に
触
れ
た
シ
エ
ナ
ガ
の
労
働
争
議
が
と
ど
め
と
な
っ
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ツ
は
撤
退
し
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
少
年

が
両
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
に
町
を
離
れ
る
時
点
の
ア
ラ
カ
タ
カ
は
、
も
は
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
す
が
っ
て
生
き
る

ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
。

最
終
的
に
十
一
人
き
ょ
う
だ
い
と
な
る
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
一
家
（
父
に
は
他
に
、
結
婚
前
の
子
供
が
二
人
、
結

婚
後
の
婚
外
子
が
二
人
い
た
）
の
暮
ら
し
は
そ
の
後
も
安
定
せ
ず
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
少
年
は
、
カ
リ
ブ
沿
岸
の
工
業
都
市

バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ
と
、
そ
こ
か
ら
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
川
を
遡
っ
た
ボ
リ
バ
ル
県
ス
ク
レ
を
行
き
来
す
る
不
安
定
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
時
は
中
学
校
を
休
学
す
る
な
ど
、
勉
強
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
そ
ん
な
な
か
で
彼
は
、
少
年
時
代
の
愛
読
書
『
千
一
夜
物
語
』
を
皮
切
り
に
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』、『
宝

島
』、『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』
と
い
っ
た
世
界
文
学
の
名
作
に
少
し
ず
つ
接
し
て
い
っ
た
。
当
時
は
ス
ク
レ
の
薬
局

店
の
娘
で
、
後
に
生
涯
の
伴
侶
と
な
る
メ
ル
セ
デ
ス
・
バ
ル
チ
ャ
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
彼
が
十
四
歳
の
頃
だ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
よ
う
や
く
ガ
ブ
リ
エ
ル
少
年
の
生
活
が
安
定
す
る
の
は
、
一
九
四
三
年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
の
教
育
振
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興
策
に
従
っ
て
、
国
の
指
定
す
る
全
寮
制
学
校
の
中
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
奨
学
金
を
得
る
制
度
を
利
用
し
て
以
降

の
こ
と
だ
っ
た
。
親
元
、
そ
し
て
慣
れ
親
し
ん
だ
亜
熱
帯
地
域
を
離
れ
、
首
都
ボ
ゴ
タ
近
郊
の
町
シ
パ
キ
ラ
に
到
着
し

た
彼
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
高
地
の
寒
冷
な
気
候
と
、
物
静
か
で
服
装
も
地
味
な
人
々
に
囲
ま
れ
た
生
活
で
あ
り
、
少

年
は
陽
気
な
カ
リ
ブ
の
生
活
を
い
つ
も
懐
か
し
が
っ
た
。
だ
が
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
勉
強
と
読
書
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
成
績
も
優
秀
だ
っ
た
ば
か
り
か
、
こ
の
頃
か
ら
、
学
校
の
新
聞
や
同
人

誌
に
詩
な
ど
を
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
七
年
、
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
首
都
の
ボ
ゴ
タ
国
立
大
学
に
進
学
し
、
文
系
の
花
形
だ
っ
た
法
学
を
専
攻

す
る
も
の
の
、
授
業
が
ど
う
し
て
も
好
き
に
な
れ
ず
、
下
宿
先
に
近
い
カ
フ
ェ
な
ど
で
時
間
を
潰
す
怠
惰
な
日
々
を
送

っ
た
。
こ
の
時
代
か
ら
の
親
友
プ
リ
ニ
オ
・
ア
プ
レ
ヨ
・
メ
ン
ド
ー
サ
は
、
当
時
の
彼
を
振
り
返
っ
て
、
派
手
な
服
を

ぞ
ん
ざ
い
に
着
る
ば
か
り
か
、
仲
間
に
も
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
に
も
軽
口
を
叩
く
、
い
か
に
も
カ
リ
ブ
海
地
域
出
身
と
い
う

印
象
の
男
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
を
読
ん
だ
こ
と
で
現
代
小
説
に
開
眼
し
た
の
は
こ
の
頃
で
あ

り
、
一
九
四
七
年
九
月
、
十
月
、
そ
し
て
一
九
四
八
年
一
月
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
有
力
新
聞
『
エ
ル
・
エ
ス
ペ
ク
タ
ド
ー

ル
』
に
三
作
の
短
編
小
説
、「
三
度
目
の
諦
め
」、「
エ
バ
は
猫
の
な
か
」、「
ト
ゥ
バ
ル
・
カ
イ
ン
が
星
を
作
る
」
を
立

て
続
け
に
発
表
し
て
い
る
。

大
学
の
授
業
を
怠
け
な
が
ら
も
こ
う
し
て
次
第
に
安
定
し
始
め
た
首
都
生
活
は
、「
ボ
ゴ
タ
動
乱
」
と
呼
ば
れ
る
政

治
的
事
件
に
よ
っ
て
突
如
中
断
す
る
。
一
九
五
〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
大
統
領
選
挙
に
向
け
て
、
貧
困
層
の
強
い
支

持
を
集
め
て
い
た
カ
リ
ス
マ
的
弁
護
士
ホ
ル
ヘ
・
エ
リ
エ
ー
セ
ル
・
ガ
イ
タ
ン
が
自
由
党
の
有
力
候
補
と
し
て
頭
角
を

現
す
事
態
を
前
に
、
保
守
党
支
持
者
は
危
機
感
を
覚
え
、
し
ば
ら
く
沈
静
化
し
て
い
た
両
党
の
対
立
が
再
燃
し
た
の
だ
。
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一
九
四
八
年
四
月
九
日
、
ガ
イ
タ
ン
は
事
務
所
か
ら
人
通
り
の
多
い
七
番
街
へ
出
た
と
こ
ろ
で
暗
殺
さ
れ
、
保
守
党
の

陰
謀
を
主
張
す
る
（
真
相
は
不
明
）
自
由
党
員
が
報
復
に
乗
り
出
し
た
こ
と
で
、
両
派
の
殺
戮
合
戦
が
始
ま
っ
た
。
事

件
現
場
の
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
こ
の
数
日
の
激
動
を
後
々
ま
で
生
々
し
く
記
憶
し
て

お
り
、『
生
き
て
、
語
り
伝
え
る
』
に
も
、
命
か
ら
が
ら
首
都
を
離
れ
て
バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ
に
逃
れ
る
様
子
が
克
明
に

再
現
さ
れ
て
い
る
。

青
年
と
な
っ
て
カ
リ
ブ
地
域
に
戻
っ
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
一
九
四
八
年
五
月
、
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
植
民
地

の
玄
関
口
だ
っ
た
伝
統
の
港
町
カ
ル
タ
ヘ
ナ
・
デ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
の
新
聞
『
エ
ル
・
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
』
の
コ
ラ
ム
ニ

ス
ト
に
抜
擢
さ
れ
、
後
々
ま
で
彼
の
重
要
な
食
い
扶
持
と
な
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。
翌
年
に
は
バ
ラ
ン

キ
ー
ジ
ャ
に
拠
点
を
移
し
、
現
地
の
新
聞
『
エ
ル
・
エ
ラ
ル
ド
』
で
「
キ
リ
ン
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
コ
ラ
ム
を
担
当

し
始
め
る
が
、
こ
こ
で
彼
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
仲
間
た
ち
、
通
称
「
バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ
・
グ
ル
ー
プ
」
と
出
会

う
こ
と
に
な
る
。
ア
ル
バ
ロ
・
セ
ペ
ダ
・
サ
ム
ー
デ
ィ
オ
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
フ
エ
ン
マ
ジ
ョ
ー
ル
、
ヘ
ル
マ
ン
・
バ

ル
ガ
ス
と
い
う
三
人
の
若
き
作
家
志
望
に
、
指
南
役
を
担
っ
た
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
賢
者
」
こ
と
ラ
モ
ン
・
ビ
ニ
ェ
ス

を
加
え
た
四
人
で
あ
り
、
彼
ら
に
刺
激
さ
れ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
と
い
っ
た
作
家
を
熱
心
に
読
み
耽
っ
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
以
前
に
ま
し
て
真
剣
に

文
学
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、『
百
年
の
孤
独
』
の
後
半
で
ア
ウ
レ
リ
ア
ー
ノ
・
バ
ビ
ロ
ニ

ア
と
激
論
を
交
わ
す
若
者
た
ち
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ほ
か
、
刊
行
前
後
か
ら
『
百
年
の
孤
独
』
の
成
功
に
も
一
役
買
う

こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
一
九
五
〇
年
二
月
十
八
日
、
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
を
作
家
の
道
へ
と
踏
み
出
さ
せ
る
決
定
的
な
事
件
が
起
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こ
っ
た
。
売
春
婦
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
下
宿
先
に
突
如
母
が
現
れ
、
故
郷
ア
ラ
カ
タ
カ
に
残
さ
れ
た
生
家
を
処

分
す
る
の
で
一
緒
に
来
る
よ
う
厳
命
し
た
の
だ
。
母
と
連
れ
立
っ
て
故
郷
へ
戻
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
少
年
時
代
を
過

ご
し
た
ア
ラ
カ
タ
カ
の
面
影
は
な
く
、
す
っ
か
り
「
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
化
し
た
町
で
旧
知
の
女
性
と
出
会
っ
た
母

は
、
そ
の
ま
ま
さ
め
ざ
め
と
泣
き
出
し
た
。
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
が
「
悪
魔
」
と
呼
ん
だ
、
創
作
の
源
泉
と
な
る
衝
動

が
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
内
側
に
居
座
っ
た
の
は
こ
の
瞬
間
で
あ
り
、「
こ
の
逸
話
に
至
る
ま
で
の
過
去
を
す
べ
て

書
い
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
が
、
こ
の
後
彼
の
頭
に
と
り
つ
い
て
離
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
作
家
と
し
て

の
出
発
点
だ
っ
た
の
だ
。
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
の
指
摘
を
意
識
し
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス

は
こ
の
逸
話
を
『
生
き
て
、
語
り
伝
え
る
』
の
冒
頭
で
詳
し
く
再
現
し
て
お
り
、
彼
自
身
に
と
っ
て
も
こ
れ
が
人
生
の

一
大
事
件
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

カ
リ
ブ
か
ら
ボ
ゴ
タ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
―
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
創
作
の
間
で
（
一
九
五
〇
―
一
九
六
五
）

一
九
五
〇
年
ま
で
に
十
作
ほ
ど
の
短
編
小
説
を
新
聞
雑
誌
に
掲
載
し
て
い
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
ア
ラ
カ
タ

カ
再
訪
を
機
に
自
ら
の
天
職
を
自
覚
し
た
こ
と
で
、
長
編
小
説
の
執
筆
を
思
い
立
つ
が
、
一
家
の
過
去
を
す
べ
て
盛
り

込
む
大
作
を
書
く
に
は
ま
だ
技
量
が
足
り
な
い
こ
と
も
十
分
意
識
し
て
い
た
。
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
か
ね
て
か

ら
強
く
興
味
を
引
か
れ
て
い
た
ウ
ル
フ
流
の
〈
意
識
の
流
れ
〉
を
応
用
し
た
習
作
だ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
彼
は
い
き

な
り
出
鼻
を
挫
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ナ
ナ
農
園
労
働
者
集
団
の
蔑
称
に
因
ん
で
『
落
葉
』
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の

小
説
は
、
一
九
五
一
年
に
書
き
上
げ
ら
れ
、
盟
友
ア
ル
バ
ロ
・
ム
テ
ィ
ス
の
取
り
計
ら
い
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
名
門
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ロ
サ
ダ
社
の
代
理
人
に
託
さ
れ
た
も
の
の
、
彼
の
も
と
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
文
学
評
論
家
ギ
ジ
ェ

ル
モ
・
デ
・
ト
ー
レ
（
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
の
義
弟
）
に
よ
る
「
あ
な
た
に
は
文
才
が
な
い
か
ら
他
の
仕
事

を
お
探
し
な
さ
い
」
と
い
う
酷
評
を
添
え
た
不
採
用
通
知
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

失
意
の
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
一
時
カ
リ
ブ
沿
岸
地
域
に
お
け
る
百
科
事
典
の
訪
問
販
売
な
ど
で
生
計
を
立
て

た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
九
五
四
年
、
ま
た
も
や
ム
テ
ィ
ス
の
仲
介
で
『
エ
ル
・
エ
ス
ペ
ク
タ
ド
ー
ル
』
に

職
を
得
て
再
び
首
都
ボ
ゴ
タ
に
移
り
、
こ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
彼
の
運
気
は
好
転
し
て
い
く
。
コ
ラ
ム
「
ボ
ゴ
タ
の
映
画
、

今
週
の
封
切
」
を
担
当
し
た
ほ
か
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
各
地
へ
事
件
の
取
材
に
赴
き
、
同
紙
に
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
記

事
を
寄
稿
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
年
八
月
に
は
、
短
編
小
説
「
土
曜
日
の
次
の
日
」
で
作
家
芸
術
家
協
会
賞
を
受
賞

し
、
一
部
の
文
学
関
係
者
か
ら
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
知
名
度
が

上
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
カ
リ
ブ
海
で
十
日
間
漂
流
し
た
末
に
生
き
延
び
た
船
員
を
め
ぐ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
で
あ
り
、
後
に
『
あ
る
遭
難
者
の
物
語
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ
る
（
一
九
七
〇
年
）
こ
の
十
四
回
の
連
載

記
事
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
全
土
で
大
評
判
を
と
っ
た
。

同
じ
一
九
五
五
年
七
月
、
彼
は
『
エ
ル
・
エ
ス
ペ
ク
タ
ド
ー
ル
』
の
特
派
員
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
派
遣
さ
れ
、
短

期
の
予
定
だ
っ
た
滞
在
が
伸
び
に
伸
び
て
、
一
九
六
一
年
六
月
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
落
ち
着
く
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
各
地
を
転
々
と
移
動
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
Ｇ
４
会
議
の
取
材
を
経
て
、
ロ
ー
マ
法
王
容
態
悪

化
の
知
ら
せ
と
と
も
に
ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
高
給
（
一
説
に
は
月
給
三
百
ド
ル
）
を
保
障
さ
れ
て
悠
々

自
適
の
生
活
に
入
り
、「
映
画
実
験
セ
ン
タ
ー
」
で
数
カ
月
学
ん
だ
後
、
十
月
に
は
隠
密
裏
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
旅
行
し
た
。
年
末
に
は
、
ボ
ゴ
タ
時
代
の
親
友
プ
リ
ニ
オ
・
ア
プ
レ
ヨ
を
頼
っ
て
パ
リ
へ
移
る
が
、
こ
こ
で
思
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わ
ぬ
事
態
に
見
舞
わ
れ
る
。
一
九
五
三
年
に
無
血
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
権
を
奪
取
し
て
い
た
軍
人
政
治
家
グ
ス
タ
ボ
・
ロ

ハ
ス
・
ピ
ニ
ー
ジ
ャ
が
、
一
九
五
五
年
半
ば
か
ら
権
威
主
義
的
傾
向
を
強
め
、
反
対
派
弾
圧
の
一
環
と
し
て
『
エ
ル
・

エ
ス
ペ
ク
タ
ド
ー
ル
』
を
休
刊
に
追
い
や
っ
た
の
だ
。
収
入
を
断
た
れ
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
一
九
五
六
年
始

か
ら
安
宿
の
屋
根
裏
部
屋
へ
移
り
住
み
、
パ
リ
に
亡
命
中
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
と
助
け
合
い
な
が
ら
、
友
人

知
人
の
回
し
て
く
れ
る
仕
事
な
ど
で
糊
口
を
凌
ぐ
生
活
を
送
っ
た
。
中
傷
の
ビ
ラ
を
テ
ー
マ
と
し
た
長
編
小
説
『
悪
い

時
』
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
り
、
執
筆
作
業
は
難
航
し
た
も
の
の
、
こ
の
作
品
か
ら
分
岐
し
た
中
編

『
大
佐
に
手
紙
は
来
な
い
』
が
同
年
末
に
完
成
し
、
一
九
五
八
年
五
月
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
名
門
文
芸
雑
誌
『
ミ
ト
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
極
貧
の
暮
ら
し
と
は
い
え
、
あ
れ
こ
れ
気
晴
ら
し
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
一
九
五
六
年

後
半
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
女
優
マ
リ
ア
・
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
・
キ
ン
タ
ナ
と
逢
瀬
を
交
わ
し
、
一
九
五
七
年
六
月
か
ら
九

月
ま
で
は
、
プ
リ
ニ
オ
と
と
も
に
東
欧
諸
国
と
ソ
連
を
旅
し
て
回
っ
た
。
こ
の
時
に
書
い
た
旅
行
記
は
、
一
九
五
九
年
、

ボ
ゴ
タ
の
有
力
雑
誌
『
ク
ロ
モ
ス
』
に
、「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
九
十
日
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
連
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
七
年
十
一
月
に
一
時
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
た
後
、
ま
た
も
や
プ
リ
ニ
オ
の
紹
介
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
雑
誌
『
モ

メ
ン
ト
』
に
記
者
の
職
を
得
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
こ
れ
を
機
に
二
年
余
り
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
を
切
り
上
げ

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
の
四
年
間
は
、
彼
の
人
生
で
公
私
と
も
に
最
も
慌
た
だ
し
い
期
間
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
同
年
十
二
月
二
十
三
日
に
カ
ラ
カ
ス
へ
移
る
と
、
翌
年
一
月
二
十
一
日
に
ペ
レ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
独
裁
政
権
が
崩
壊

し
て
取
材
に
追
わ
れ
、
休
む
間
も
な
く
三
月
に
は
バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ
へ
移
動
、
か
な
り
前
か
ら
許
嫁
も
同
然
に
な
っ
て

い
た
メ
ル
セ
デ
ス
と
結
婚
し
た
。
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
夫
婦
生
活
が
始
ま
っ
た
か
と
思
え
ば
、『
モ
メ
ン
ト
』
の
首

脳
部
と
対
立
し
て
プ
リ
ニ
オ
と
と
も
に
辞
職
、
ま
た
も
や
固
定
収
入
を
失
っ
て
、
低
俗
な
大
衆
雑
誌
に
記
事
を
書
く
な
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ど
し
て
生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
一
九
五
九
年
一
月
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
が
勃
発
す
る
と
、
革
命
政
府
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
て
キ
ュ
ー
バ
の
通
信
社
プ
レ
ン
サ
・
ラ
テ
ィ
ー
ナ
に
加
わ
り
、
様
々
な
歴
史
的
場
面
を
目
撃
し
た
後
、
四

月
に
は
同
社
の
ボ
ゴ
タ
支
部
開
設
を
任
さ
れ
て
、
ま
た
も
や
プ
リ
ニ
オ
と
と
も
に
ボ
ゴ
タ
へ
舞
い
戻
っ
た
。
そ
ん
な
な

か
で
八
月
二
十
四
日
に
長
男
ロ
ド
リ
ゴ
が
誕
生
す
る
が
、
ゆ
っ
く
り
赤
ん
坊
の
相
手
も
で
き
ぬ
ま
ま
、
一
九
六
〇
年
に

は
何
度
も
ボ
ゴ
タ
と
ハ
バ
ナ
を
往
復
し
、
年
末
に
は
プ
レ
ン
サ
・
ラ
テ
ィ
ー
ナ
の
創
始
者
リ
カ
ル
ド
・
マ
セ
ッ
テ
ィ
と

と
も
に
メ
キ
シ
コ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ペ
ル
ー
を
歴
訪
し
た
。
年
末
を
バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ
で
過
ご
し
た
後
、
翌
年
一
月
か

ら
は
プ
レ
ン
サ
・
ラ
テ
ィ
ー
ナ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
へ
転
勤
を
命
じ
ら
れ
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ル

の
一
角
に
あ
る
「
わ
び
し
く
み
す
ぼ
ら
し
い
オ
フ
ィ
ス
で
」、
い
つ
も
手
の
届
く
位
置
に
鉄
パ
イ
プ
を
置
き
な
が
ら
危

険
な
任
務
に
約
半
年
耐
え
た
も
の
の
、
通
信
社
の
内
紛
を
受
け
て
、
六
月
に
は
退
社
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
妻
子
と
と

も
に
、
尊
敬
す
る
作
家
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
文
学
的
舞
台
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
を
数
週
間
か
け
て
バ
ス
で
回
っ

た
後
、
ラ
レ
ド
か
ら
国
境
を
越
え
て
メ
キ
シ
コ
側
の
ヌ
エ
ボ
・
ラ
レ
ド
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
、
メ
ル
セ
デ
ス
が
「
黄

色
く
柔
ら
か
い
御
飯
」
の
味
に
感
動
し
、
こ
の
国
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
決
め
る
。
本
当
に
本
人
の
証
言
ど
お
り
「
最
後

の
二
十
ド
ル
と
何
の
あ
て
も
な
い
未
来
」
以
外
何
も
手
元
に
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
一
家
が
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
に
到
着
し
た
の
は
一
九
六
一
年
六
月
末
の
こ
と
で
（
本
人
の
証
言
で
は
七
月
二
日
）、
慌
た
だ
し
い
旅
路

の
締
め
く
く
り
と
ば
か
り
、
直
後
に
旧
知
の
メ
キ
シ
コ
人
作
家
フ
ア
ン
・
ガ
ル
シ
ア
・
ポ
ン
セ
か
ら
、
敬
愛
す
る
作
家

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
自
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
ら
さ
れ
た
。
サ
ン
・
ア
ン
ヘ
ル
・
イ
ン
に
居
を
構
え
た
後
も
、
し
ば
ら
く
は

生
活
が
落
ち
着
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
九
五
六
年
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
移
住
し
て
い
た
盟
友
ア
ル
バ
ロ
・
ム
テ
ィ
ス

が
庇
護
役
と
な
り
、
彼
の
仲
介
で
メ
キ
シ
コ
文
学
界
の
ホ
ー
プ
と
目
さ
れ
て
い
た
カ
ル
ロ
ス
・
フ
エ
ン
テ
ス
と
友
情
を
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結
ん
だ
こ
と
が
後
々
ま
で
重
要
な
支
え
と
な
っ
た
。

せ
わ
し
な
く
移
動
を
続
け
る
間
も
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、
一
九
六
〇
年
一
月
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
有
力
新
聞
『
エ

ル
・
テ
ィ
エ
ン
ポ
』
に
「
火
曜
日
の
昼
寝
」
を
掲
載
す
る
（
挿
絵
を
担
当
し
た
の
は
後
に
世
界
的
画
家
と
な
る
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
・
ボ
テ
ロ
）
な
ど
、
定
期
的
に
短
編
小
説
を
書
き
続
け
、『
悪
い
時
』
の
草
稿
も
こ
の
頃
に
書
き
上
げ
た
よ
う

だ
。
と
は
い
え
、
一
九
六
二
年
に
フ
エ
ン
テ
ス
の
主
宰
す
る
『
メ
キ
シ
コ
文
学
雑
誌
』
に
短
編
「
失
わ
れ
た
時
の
海
」、

同
年
四
月
に
ベ
ラ
ク
ル
ス
大
学
出
版
局
か
ら
短
編
集
『
マ
マ
・
グ
ラ
ン
デ
の
葬
儀
』
を
発
表
し
て
以
降
は
、
一
九
六
五

年
に
『
百
年
の
孤
独
』
の
執
筆
に
着
手
す
る
ま
で
、
物
語
文
学
の
分
野
で
新
作
に
取
り
組
む
こ
と
は
な
い
。
そ
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
た
の
が
、『
生
き
て
、
語
り
伝
え
る
』
で
も
詳
し
く
再
現
さ
れ
た
エ
ッ
ソ
文
学
賞
を
め
ぐ
る
一
連
の
騒

動
だ
っ
た
。
広
告
業
界
と
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
ム
テ
ィ
ス
の
肝
煎
り
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
言
語
ア
カ
デ
ミ
ー
と
石
油
会
社

エ
ッ
ソ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
共
催
に
よ
り
、
一
九
六
一
年
に
こ
の
賞
が
創
設
さ
れ
る
と
、
ム
テ
ィ
ス
を
筆
頭
と
す
る
友
人

た
ち
の
強
い
後
押
し
を
受
け
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
は
、『
悪
い
時
』
の
草
稿
を
応
募
作
と
し
て
送
り
、
見
事
大
賞

を
射
止
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
副
賞
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
で
印
刷
・
刊
行
さ
れ
た
版
は
、
誤
植
だ
ら
け
の
う
え
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
方
言
が
す
べ
て
マ
ド
リ
ー
ド
風
の
言
い
回
し
に
無
断
で
修
正
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
審
査
員
に
高
く
評
価
さ
れ

た
と
は
い
え
、
納
得
の
い
か
な
い
状
態
で
原
稿
を
出
し
て
し
ま
っ
た
後
味
の
悪
さ
が
後
々
ま
で
彼
に
つ
き
ま
と
い
、
改

め
て
小
説
を
読
み
返
し
て
、
自
分
の
力
不
足
を
痛
感
し
た
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
活
苦
に
喘
い
で
い
た
う
え
、

一
九
六
二
年
四
月
十
六
日
に
次
男
ゴ
ン
サ
ロ
を
授
か
っ
た
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
に
と
っ
て
、
三
千
ド
ル
と
い
う
賞
金

が
大
き
な
救
い
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
時
購
入
し
た
愛
車
オ
ペ
ル
は
、
彼
の
行
動
範
囲
を
飛
躍
的
に
広

げ
た
ば
か
り
か
、
後
に
『
百
年
の
孤
独
』
に
向
け
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
舞
台
に
も
な
っ
た
。
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そ
の
後
数
年
間
の
生
活
は
、
ま
さ
に
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
女
性
雑
誌
や
ゴ
シ
ッ
プ
雑
誌

に
匿
名
記
事
を
寄
せ
る
か
と
思
え
ば
、
ム
テ
ィ
ス
の
紹
介
で
広
告
代
理
店
の
仕
事
を
始
め
、
後
に
は
映
画
業
界
で
一

山
当
て
よ
う
と
目
論
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
フ
エ
ン
テ
ス
と
組
ん
で
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
執
筆
に
乗
り
出
し
た
際
に
は
、
自

ら
『
死
の
時
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
案
し
、
続
け
て
フ
ア
ン
・
ル
ル
フ
ォ
の
短
編
を
下
敷
き
に
し
た
『
黄
金
の
鶏
』
の

映
像
化
に
も
知
恵
を
絞
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
商
業
的
成
功
と
は
程
遠
く
、
さ
ら
に
、
ル
ル
フ
ォ
の
名
作
『
ペ
ド
ロ
・
パ

ラ
モ
』
の
映
画
版
制
作
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、「
メ
キ
シ
コ
映
画
史
上
に
残
る
失
敗
作
」
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

小
説
家
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
に
と
っ
て
命
綱
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
一
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
単
行
本
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
た
『
大
佐
に
手
紙
は
来
な
い
』
に
寄
せ
ら
れ
た
高
評
価
だ
っ
た
。
エ
ッ
ソ
文
学
賞
受
賞
を
機
に
ガ
ル
シ
ア
・

マ
ル
ケ
ス
に
目
を
つ
け
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
敏
腕
代
理
人
カ
ル
メ
ン
・
バ
ル
セ
ル
ス
が
こ
の
佳
作
の
売
り
込
み
を
買
っ
て

出
た
こ
と
で
、
一
九
六
三
年
に
は
エ
ラ
社
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
版
と
パ
リ
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ル
社
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
版
が

相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
一
九
六
五
年
に
は
英
語
版
の
刊
行
に
向
け
た
契
約
ま
で
成
立
し
て
い
る
。
バ
ル
セ

ル
ス
と
彼
が
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
同
年
七
月
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
持
て
囃
さ
れ
て
い
た

メ
キ
シ
コ
人
作
家
ビ
セ
ン
テ
・
レ
ニ
ェ
ロ
ら
を
交
え
て
行
わ
れ
た
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
や
夕
食
会
が
、
ガ
ル
シ
ア
・

マ
ル
ケ
ス
を
再
び
創
作
へ
と
押
し
や
る
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

そ
し
て
同
じ
一
九
六
五
年
七
月
、
ア
カ
プ
ル
コ
に
向
け
て
愛
車
オ
ペ
ル
を
走
ら
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
ま
で

「
ご
公
現
」
の
名
で
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
界
に
知
ら
れ
る
伝
説
的
事
件
が
起
こ
る
。


